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本研究は，異文化間プレゼンテーショ
ンの経験がない生徒が，オーストラリ

アの高校生とのテレビ会議システムを通じて，英語
による異文化間プレゼンテーション能力を，どのよ
うに，どれくらい向上させるのか，また，英語によ
る双方向の即時的なコミュニケーションが，英語プ
レゼンテーションへの心理的障壁を取り除くことが
できるのかを検証した。その結果，① プレゼンテー
ションとそれに向けての準備が，英語力（特に話す
こと・書くこと）を向上させること，② 異文化に
いる相手にも伝わるよう，プレゼンテーションの構
成やデリバリーの工夫をすること，③ 異文化間コ
ミュニケーションの差異に気づくこと，④ 同世代
の生徒を相手に双方向かつ即時的なコミュニケー
ションを通して，英語を使うことへの自信が向上す
ること，⑤ 以降のプレゼンテーションスキルの向
上や英語学習への動機づけが強化されることがわ
かった。

はじめに1
1.1	 背景
　文部科学省（2014）の報告によれば，IT 技術や
伝送技術の発展と ICT を用いた教育の推進がなさ
れ，高校の英語教育の現場にも ICT 機材の導入と
活用がますます進みつつある。特に，スーパー・イ
ングリッシュ・ランゲージ・ハイスクール（SELHi）
やスーパーグローバルハイスクール（SGH）の指
定による ICT 機材の導入に伴い，テレビ会議シス
テム（tele/video-conference system）の導入も進ん

だ。一方，大学等高等教育機関ではすでに1990年後
半から2000年にかけて研究が進み，その後高等専門
学校などに広がり，さらに SELHi や SGH などの指
定を受けた高校や ICT 教育研究指定校に導入が進
んだ。また，その後の技術革新により，当時よりも
伝送速度が向上し，よりクリアな画像や音声でのテ
レビ会議による英語の授業が可能になった。
　北海道千歳高等学校のテレビ会議システムは，
2013年度に導入され，国際教養科の 1～3年生がそ
れぞれ年間約10回ほどの交流を行っている。本校の
テレビ会議による授業交流は，University of New 

England, NSW の Auh and Walker（2013）による  

AsiaConexion プログラムと連携している。これは，
ニューサウスウェールズ（NSW）州内の中等教育機
関のうち，日本語教育を行っている学校の生徒を相
手に，英語と日本語で言語や文化交流を行うもので
ある。これにより，本校生徒は簡単な日本語を使用
して相手の日本語学習を補助したり，オーストラリ
アの文化について知ったり，英語で相手に日本につ
いて伝えたりする機会を得ることが可能になる。
　また，オーストラリア政府の教育政策や IT 技術の
推進もこのプログラムの追い風になっている。Henry, 

et al. （2012）に よ る Australia in the Asian Century 

White Paper によれば，言語や異文化理解教育と，
IT 技術を使った学校間のやり取りの研究や実践と
統合して行うことを，将来の貿易および経済発展の
ための方策としてとらえている。また，インドネシ
ア語，日本語，中国語，ヒンディ語を「アジアの世
紀（Asian Century）」における重要外国語と位置づ
け，学校教育で重点的に教育されるべき言語として
いる。さらに，ブロードバンドネットワークの整備，
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National Broadband Network（NBN）に430億豪ド
ル， 教 育 の デ ジ タ ル 革 命，（Digital Education 

Revolution） に210億豪ドルの投資がなされたことに
後押しされている。
　本校のテレビ会議システムと University of New 

England, NSW のプログラムを用いた英語授業は，
① 学んだ英語を実際に使って相手とやり取りでき
るオーセンティック（限りなく現実に近い）な言語
体験，② 文化理解の促進の機会，③ 生徒が教員や 

ALT（外国語指導助手） 以外の同年代の相手生徒と
のやり取りできる機会，④ 自分や身の回りのこと
を発信する機会から得られる自国文化や生活に関し
ての気づき，⑥ 以後の動機づけのための成功・失
敗体験と次の活動への改善と，⑦ 生徒が主体的に
進める国際協同作業の導入，を目的としている。

1.2	 研究の目的・仮説
　テレビ会議システムが提供する，即時的かつ双方
向的で，表情や動きとともに音声をやり取りする
オーセンティックな言語使用環境と協同学習が，① 

生徒の学習意欲，英語 4技能の向上にどう影響する
か，とりわけ，② まとまった内容について，異文
化を持つ相手にもよく伝わるプレゼンテーションを
どのように作成，工夫，改善していくか，③ この
システムを使用する学習者の心理面，動機づけにど
う影響するか，について検証する。
　それまで異文化を持つ相手に対して英語でプレゼ
ンテーションや議論をした経験がほとんどない，入
学したての高校 1年生の生徒が，テレビ会議を通し
て，ビジュアルエイド（自作の視覚補助教材）を使
用しながら，自国文化について英語でプレゼンテー
ションを行う。それまでは，何かを伝える経験と言
えば，ペーパーテストのライティング，生徒同士の
ペアワークやグループワーク，限られた回数の国際
交流行事などであった。しかし，通年で授業内で行
われるテレビ会議システムでは，発音や英語に多少
難があるにせよ，自分の英語を工夫し，異文化を持
つ相手を意識して，何とか伝わるようにプレゼン
テーションを行わなければならない。その過程で，
異文化間コミュニケーションへの気づきのポイント
が増えるとともに，相手が理解できるように英語で
話す・聞く・書く力と伝える技術は向上していくの
ではないか。また，定期的なテレビ会議を通して，
相手を理解するにつれ，異文化を持つ相手にプレゼ

ンテーションを行う心理的障壁や恐れ，苦手意識は
軽減していくのではないか。以上を仮説として検証
する。

先行研究と本実践研究への
応用2

2.1	 大学での先行研究
　最先端の技術と機材を用いたテレビ会議システム
による外国語教育の研究は，2000年前後から，主に
大学などの研究機関にて行われていた。高橋
（1999）は英語指導におけるテレビ会議システムの
利用の効果を，言語能力とコミュニケーション能力
や非言語能力など 6つの能力を伸ばすものとして理
論の面から研究している。また，西堀（2002）は，
北海道大学とスタンフォード大学との間で遠隔協調
学習を行い，「異文化の中に存在する学習者を，同
時に多数結びつける教授法」について考察し，イン
ターネット上でつながる学習者全員が「分散知」と
なってコミュニケーションを形成していると考え
た。さらに，川口（2005）は国境を越えたコミュニ
ケーションを可能にするテレビ会議の「タスク設
定」の意義について研究している。本研究実践で
は，この「分散知」の概念を用い，離れた場所の生
徒同士が持っている知識をテレビ会議を通して共有
できる機会に応用し，「タスク設定」の中心に，自
国文化に関するリサーチに基づく英語プレゼンテー
ション活動を置いた。

2.2	 高等専門学校等での研究・実践事例
　本実践研究は，高専の実践研究から得られたポイ
ントを多く取り入れた。高等研究機関であり，同時
に高校 3年間に加え，大学の 2年に当たる年齢層の
学生への教育機関でもある高等専門学校では，大学
の専門研究，専門教育と語学教育を兼ね合わせた研
究実践が多くあり，高等学校現場の実践に発展学習
として応用できる実践が多くなされている。成
瀬・長山（2006）はオーストラリアとのテレビ会議
システムを用いた「国際交流学習」の実践を行った
が，テレビ会議のみならず，メールや郵便などのや
り取り，実際の訪問など，複数の交流方法を用い，
テレビ会議の授業内活用と発展と課題を示した。清
水・宮地（2009）および，清水（2010, 2015）は，
高専における英語教育にテレビ会議システムを導入
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し，アメリカの大学生を相手に，日本文化紹介やア
メリカ文化に関する議論を通して，学生に「ホンモ
ノ」に触れさせ，「英語を話す必然性」を作り実践
した。1対 1の個別のやり取りを可能にする仕組み
を作ることにより，テレビ会議による会話から発展
させ，議論，プレゼンテーション，レポート作成な
ど，ブレンデッドラーニング（オンライン学習と対
面学習を組み合わせた）へ近づけるアプローチを検
証した。「国際競争力のある」学生の育成を目標に，
個々のスキルを向上させる環境や体制を整備したの
は，高等教育機関から中等教育へのテレビ会議の活
用と研究という点で意義深く，本研究にも応用した。

2.3	 国際理解教育と異文化理解
　小学校でテレビ会議を通じて国際共同学習を実践
した結果を，大学生のそれに応用した研究を行った
清水（2011）や，小学校における異文化理解学習を
行った坂本（2013），永田（2011）の研究は，初等
教育機関における，早期の国際交流，異文化間コミュ
ニケーションや情報リテラシー教育，協同学習の素
地作りという点で意義深く，高等学校においてもそ
の要素と課題は共有できる。また，異文化理解力の
向上の観点からのテレビ会議の活用では，テレビ会
議を通した国際理解教育を実践し，国際感覚と動機
づけの研究を行った，與儀（2009）の研究や，テレ
ビ会議で扱う重要なコンテンツとしての「自国文化
の涵養」の重要性を指摘した，中嶌（2006）の実践
研究を本研究実践に応用した。さらに，影戸・渡辺
（2003）, 影戸（2007）が実践研究した，「学習者の
発信を支えるメディア」としての英語プレゼンテー
ション活動において，国際交流モデルとメディア使
用においての課題として挙げた「異文化理解への
力」，IT リテラシーと，情報機器の使用などの「国
際交流に必要とされる力」，「英語への意識差」を本
研究に反映させた。

2.4	 学習意欲，心理的効果とプレゼン
テーション能力

　廣瀬（2006）は，カナダの大学と日本の大学生と
のテレビ会議を通じた遠隔講義が，学習意欲を高め
る効果と学習者に及ぼす心理的なインパクトについ
て研究した。テレビ会議が持つインパクトや動機づ
けはさまざまな研究で指摘されているが，単発的な
イベント的ではなく持続的に授業内に取り入れてい

く仕組み作りが課題となる。本実践研究では，「異
文化理解」の授業で学んだ内容を発展させたり，関
連づけたりしながら，継続的な授業実践としての効
果を考察した。
　テレビ会議における英語プレゼンテーションの観
点では，英語が外国語である生徒が実践する際に，
正しく伝わるプレゼンテーションを作る要素は何か
に注目した。仮につたない英語であったとしても，
音声面の弱さをカバーするビジュアルエイドや，デ
リバリー（発表の仕方）やノンバーバル的要素など
を工夫することにより，より伝わりやすいプレゼン
テーションを行うことが可能であることを生徒に体
験的に気づいてもらうため，奥崎（2010）, 奥崎・
森谷・小山・工藤・木村（2011）の研究を応用した。
同研究では，英語プレゼンテーションにおいて，「発
音に難があっても総合評価が上がる要素」は，デリ
バリーの技術や工夫など，4つの要素で補完するこ
とであるとした。また，日本語から英語へ思考を移
行しながらプレゼンテーションを準備する過程につ
いて，影戸（2007）は，「人前でインタラクション
をとりながら発表する，話す力は伝統的な日本語教
育の中では新しい分野」であると指摘し，プレゼン
テーションの「構成」「ファイルの作成」「話す力」
を必要な構成要素とした。本実践研究では，これら
の先行研究に注目して，英語プレゼンテーションを
指導をすることにした。

導入と研究方法3
3.1	 導入の経緯
　本実践研究におけるテレビ会議システムの導入の
発端は，極力多くの生徒が日常的に英語話者とより
効果的に英語が使える環境を作るのに最も効果的で
あろうと考えたことにある。過去に SELHi の指定
を受けた千葉県立長生高等学校を視察し，同校のテ
レビ会議が，オーストラリア・ニューサウスウェー
ルズ州にある University of New England の Dr. Auh 

を中心とした AsiaConexion プログラムとかかわっ
て行われていることを知り，本校で Cisco 社のテ
レビ会議システムをリースし，このプログラムに参
加した。2013年 2月に導入して以来，のべ160名も
の生徒が年間約10回程度このテレビ会議システムを
活用し，オーストラリアの生徒と交流を深めている。
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相手校は日本語の授業を行っていることが多く，両
校生徒は，英語と日本語とその文化を教え合う経験，
日本語や英語を聞いたり使う，オーセンティックな
経験が可能になる。

3.2	 使用機材について
　本校の LL 教室にて，40インチの大型液晶テレビに，
Cisco 社のテレビ会議システム器材と，教室全体に
届く可動式のカメラがセットになった装置に，光ケー
ブルをつないだルーターからインターネットに接続
する装置となっている。各機材は NTT ファイナンス
社とリース契約を結んで使用している。このデバイ
スにコンピュータやプロジェクターなどを接続し，
大画面で相手の様子が見えるようにしたり，コン
ピュータの画面を相手に見せたりすることもできる。

3.3	 導入上の工夫
　オーストラリアの生徒が相手であるメリットは，
同国の国策としての ICT 教育の推進やブロードバ
ンドの整備などの後押しもあるが，何よりも日本と
の時差が少ないことであり，それがオーストラリア
とのテレビ会議の導入を比較的容易にさせている。
オーストラリアのシドニーとは，1時間の時差があ
り，夏時間の時期には 2時間となる。本校の 1校時
目の開始が8:45のとき，相手は9:45，こちらの 5校
時目開始が13:20のとき，相手は14:20であるため，
北米やヨーロッパなど時差が大きい地域とのテレビ
会議と異なり，時間割上の制約が少なく，授業時間
内に無理なくテレビ会議が可能となる。また，両校
の教員同士の打ち合わせも大きな時差がなく，勤務
時間内で行うことも可能となり，スムーズな協力体
制作りが可能となる。
　本校の生徒には，動機づけとして，1）この機材
は多くの学校に導入されているわけではない特別な
ものであること，2）本校国際教養科のみのために
導入されたものであること，3）専門科目や通常科
目で学ぶ英語（インプット中心）を実際に使ってみ
る日常的な機会になること，4）英語を学ぶだけで
なく，相手の文化や同世代の高校生の考えを知るこ
とができること，5）相手は本校生徒と同じく，外
国語として日本語を学んでいるので，相手生徒も同
様にこのような機会を心待ちにしていること，6）
自分の中に当たり前にある日本語や日本文化・習慣
を改めて見つめ，それを相手に伝える経験は，自分

とその文化を知るという上で国際人には必要なこ
と，7）最終的には生徒自身で接続したり，40分間
のテレビ会議を自分たちで構成してリードしてもら
いたいこと（信頼と自治），8）この取り組みを全
国に発信できるものにすること，を伝えた。将来的
に年間15～20回を目標に，定期的に導入することで，
日常の学習の目的にすることと，生徒がテレビ会議
を楽しみにするように，徐々にテレビ会議への参加
を促し，抵抗感を減らすこと，同世代との会話のや
り取りをメインにすることを目的とした。また，最
終的にはこの機材の自由な利用や，テレビ会議の40

分を生徒が中心となって進めるようにするなど，生
徒への信頼と自治権の委譲を目標とすることで，生
徒が自主的に，内容を工夫しながら，テレビ会議を
活用していくように促した。このように，動機づけ
と自治権の委譲は，異文化間コミュニケーションの
心理的障壁を取り除き，自律した学習者として学ぶ
ことや，テレビ会議の主体的なプレーヤーへと成長
させるための重要な要素だと考えられる。

3.4	 運営と相手校との連携
　このテレビ会議システムを用いたオーストラリア
の高校との交流とプレゼンテーションを，本校国際
教養科 1年生から 3年生まで（各 1クラス40名）す
べてのクラスで行っている。1年生，2年生は「異文
化理解」の授業で，3年生は「時事英語」の授業で
導入しており，年間10回～15回の計画で行っている。
オーストラリアの新学期は 2月，日本は 4月と，ス
タートの期間に若干の差があるため，先方の始まり
に合わせることは難しい上，こちらも 4月の新学期
から落ち着いてテレビ会議がスタートするのは 5月
となる。オーストラリア， University of New England 

の Dr. Auh がコーディネーターとなり，相手校との
マッチングや年間計画の策定，指導内容，交流内容
の助言などを行っており，それを踏まえて本校のク
ラスと相手校のクラスのテレビ会議がスタートする。
　相手校の教員は，日本語を教えているオーストラ
リア人教師や，現地の日本人の日本語教員である。
年間計画・シラバスの作成，日本語の指導内容，文
化面の紹介やプレゼンテーションのテーマ，生徒の
名簿，ミーティングの日時決定など，日常のやり取
りは，メールで行い，ある程度計画ができたところ
でテレビ会議で教員同士が互いに顔を見ながら内容
を議論したり，精査できるのもこのテレビ会議シス
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テムの特長である。

3.5	「異文化理解」の授業内での活用と
実践

　北海道千歳高等学校国際教養科 1年生40名の「異
文化理解」（週 3時間：年間100時間）において，2

週間に 1回のペースで，長期休業中や行事などは除
いて実施した。本校国際教養科は，英語科・国際科
に類する外国語や文化を学ぶ専門学科であり，1年
次は「総合英語（4単位）」「英語表現（2単位）」
そして「異文化理解（ 3単位）」が必修となってい
る。この「異文化理解」は，日本人教諭と ALT と
のティームティーチングで行われている。さまざま
な文化について英語で読み，意見を書き，英語で議
論したり，ニュースやビデオ教材を聞くなど，英語
の 4技能の向上を目的とした展開となっている。
「総合英語」や「英語表現」で学んだ英語を応用し，
それらで扱う内容もより深化したものになってお
り，特に表現や発信，プレゼンテーションを扱うと
いう点で，本学科の専門科目として特徴的なものと
なっている。
　この授業において，およそ 9か月間，オーストラ
リア・ニューサウスウェールズ（NSW）グレンイ
ネス（Glen-Ines）高校の日本語クラス生徒と15回
のテレビ会議システムを用いた，英語による相互の
プレゼンテーションの発表・意見交換を行った。テ
レビ会議がない通常の授業時は，Broukal（2011）
による，世界の文化に関する英語テキスト What a 

World を講読し，世界の有名人，先住民族，文化風
習に関する内容の英文を読み，議論しながら，テレ
ビ会議向けにそのトピックの内容に相応する日本文
化やオーストラリアに関する文化学習と，その内容
に関するプレゼンテーションの準備を行った。例え
ば，北欧の先住民族サーミについてのテキストの内
容をペアワークやグループ学習，議論で理解を深め
た後，日本のアイヌ民族の衣食住や信仰，歴史的経
緯，地理や政治に関することなど 8トピックを分担
してリサーチし，スライドにまとめた。テレビ会議
を通してプレゼンテーションを行い，相手にはオー
ストラリアの先住民であるアボリジニについて発表
してもらい，意見交換や議論をした。このように，
プレゼンテーションを機軸とした，双方向の即時的
なやり取りによるアクティブな学びと協同学習が可
能になった。

3.6	 トピックとプレゼンテーションか
らの気づき

　テレビ会議では，本校生徒が行う年間のプレゼン
テーションのテーマを，「日本の偉人・有名人」「日
本・世界の先住民文化」「学校生活紹介」の 3つに
設定し，対象生徒40名それぞれに 1つずつ，そのサ
ブトピックを課題テーマとして与えた。例えば，海
外で紹介すべき「日本の有名人」では，生徒が扱い
やすいミュージシャン，スポーツ選手やノーベル賞
受賞者，歴史上海外とかかわりのある人物について
プレゼンテーションをさせた。生徒は相手に興味を
持ってもらえそうな内容をリサーチし，構成を考え
て英語でスクリプトを作成した。口頭説明の際，生
徒の英語の不足を補うビジュアルエイドを作成し，
よりわかりやすい説明を心がけた。ビジュアルエイ
ドは，画用紙で写真や似顔絵，数字などのデータ，
内容で重要な情報を文字で見せる工夫を行った。
　「映画俳優・監督」のトピックでは，宮崎駿や渡
辺謙についてプレゼンテーションを行った生徒もい
た。オーストラリアの生徒も同じアニメや映画が好
きなことがわかるなど，相手の感心と反応を感じ，
生徒の発表内容が相手に伝わり，理解されたと感じ
られる場面も多くあった。
　「日本の学校生活」については，普段意識しない
ことを再確認するという点で，中嶌（2006）の指摘
する「自国文化の涵養」の再認識と必要性を感じた。
本校生徒にはごく普通の学校生活であるが，登校の
手段，ホームルーム，昼食や弁当，清掃，放課後の
活動や進路への関心など，生徒が自分自身について
再認識でき，その発表にオーストラリアの生徒は大
きな関心を示した。例えば，本校の生徒が当然と考
えている放課後の掃除が，相手にとっては驚きだと
いう事実に驚き，オーストラリアの生徒は，日本人
が持つ公共心や自分の役割への責任が学校で形成さ
れることを理解したようだ。

3.7	 評価
　本実践の生徒の活動の効果の測定・評価の手段と
して，次の 4つの方法を用いた。
① 生徒のプレゼンテーション自体の評価は観点別
に，教員・ALT と生徒同士が RUBRIC 評価を
行った。

② 生徒の作成物をファイルにまとめ，生徒が作成
した英語のスクリプトの下書きや清書など，内
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容に関する記述の量や質の変化がわかるよう，
ポートフォリオを作成・提出させ，その質と量
の評価を行った。

③ テレビ会議の事前・中間・事後の生徒の情意面の
変化を調査するアンケートを計 3回実施し，考察
した。

④ アンケートで，生徒が書いたり話した英語の再現
や，実践後の感想などを自由記述させて分析した。

3.7.1	 RUBRIC 評価
　生徒のプレゼンテーション評価は，生徒による相
互評価と教員・ALT による RUBRIC 評価で行った。
英語の発音，プレゼンテーションの構成，デリバ
リー，内容などを観点別に評価を行い，各項目 3点
満点～ 5点満点，合計25点満点で評価し，感想や改
善点を書いてもらい，発表者にフィードバックとし
て返した。これにより，生徒は自分の弱点や不足し
ているポイントを理解し，不足を補うことで次回以
降のプレゼンテーションの改善に生かすことができ
た。また，評価基準を RUBRIC であらかじめ提示
しておくことで，評価で高得点を取るためにはどう
工夫をすればよいかを考えさせ，以後のプレゼン
テーションの準備に反映させることができるように
し，生徒の「気づき」を期待した。

3.7.2	 ポートフォリオ評価
　生徒それぞれにクリアポケットホルダーを持た
せ，自分のテーマについてリサーチした際の資料や
メモ，プレゼンテーションの完成版スクリプトと添
削を受けたもの，書き直したもの，発表のビジュア
ルエイドとして作成したポスターやスライドなどを
収納させ，記録させた。これにより，生徒が，作成
した順に資料を整理して記録し，視覚的に学習量，
改善結果や準備の過程を振り返ることができる。ま
た，教員による生徒の発表の準備段階での評価，作
成過程の評価の十分な根拠にもなる。さらに，生徒
自身が「これだけできた・やってきた」という達成
感や充実感を感じることができる効果もある。

3.7.3	 アンケートによる評価と効果の検証
　生徒にはテレビ会議の利用前アンケート（5月）
と中間アンケート（10月），利用後アンケート（2月）
を行い，利用前には，テレビ会議に期待することや
オーストラリアについての事前の理解や興味関心，

中間アンケートでは改善点や成果の意識変化と振り
返り，利用後には，楽しいと感じた理由，英語力向
上の実感や自信などについてアンケートを行った。
アンケート内において，身につけた英語のフレーズ
などを再現させ，感想を日本語で自由記述させたも
のを回収した。これにより，異文化を持つ相手・聞
き手によく伝わるプレゼンテーションを行うのに生
徒がどのような工夫をしたのかがわかるようにし
た。また，異文化を持つ相手に英語でまとまった内
容を説明することへの抵抗感の減少，自信の増加，
改善への気づき，ゆとりや達成感などの心理的変化
がわかるような設問をつくり，選択式・記述式で回
答させた。

3.7.4	 使用英語の再現・感想の自由解答欄
　事後アンケートの中で，テレビ会議上で使用した
英語表現などを再現させた。これにより，自分がプ
レゼンテーションで使用したフレーズや，表現，語
彙などの再現が可能かどうかなど，語彙やフレーズ
の定着を評価できるようにした。また，事後アンケー
トに自由解答欄を設け，4月の入学時点と比較した
プレゼンテーション力の変化，テレビ会議に関する
感想，今後のプレゼンテーションへの目標，実感で
きたテレビ会議システムの効能，今後の課題や目標，
改善点などを日本語で自由に書けるようにした。

アンケート調査に見るテレ
ビ会議の効果4

4.1	 生徒の全体的な感想
　生徒による事後アンケート内の，Q1：「 4月（入
学時）の自分と比較して英語で発表することに関し
てどのように変化しましたか」の問いに対する自由
記述回答（79回答）をカテゴリ分けすると，表 1の
結果となった：①「英語 4技能の向上の実感」と，
事後の「自分の改善点への気づき」を指摘した生徒
が最も多く，②「プレゼンテーションのデリバリー
（提示の仕方，発表の仕方）の改善の気づき」，③ 

人前で発表する「緊張感・抵抗感の軽減」，④「自
信の増加」が同率である。また，⑤「発表内容のリ
サーチの大切さ」，プレゼンテーション活動の取り
組みへの「積極性や余裕」を挙げた生徒も多かった。
　高校入学前までは，人前である程度のまとまった
内容を，英語で，かつ 1人でプレゼンテーションを
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行う機会は皆無であった生徒が，オーストラリアの
高校生を相手にテレビ会議を通してプレゼンテー
ションを行うのは，大きなチャレンジであったが，
英語力の向上，改善への気づき，自信や積極性など
でプラスの効果が出た。

18% 英語 4 技能に関する向上と改善点の気づき

15%
プレゼンテーションにおけるデリバリーへの
改善の気づき

15% 緊張感・抵抗感の軽減
15% 自信の増加
13% リサーチ(情報の正確さ・詳細）の大切さ
10% プレゼン練習・発表に関する積極性・余裕
6% 自分の意見を表現する喜び
5% 語彙の増加
3% ディスプレイ（ビジュアルエイド）の重要性

Q1 4月の自分と比較して英語で発表することに関して
どのように変化しましたか。　（79回答中）

■	表 1：4月時点との変化

4.2	 英語力の向上
4.2.1	 書くことの向上
　生徒に提出させたポートフォリオの中のスクリプ
トと，事後アンケートの中で書かせた英語の再現の
質と量を見ると，使用した語彙や，自己紹介，トピッ
クに関する内容など，英語で書く分量は実施前に 

比べ，明らかに増えている。また，生徒の独自のリ
サーチに基づき作成されたスクリプトは，教員や 

ALT による添削や，内容に関する助言を受け，より
伝わりやすいものになった。口頭練習の都度，スク
リプトを推敲し，書き直し，自然に発表できるよう
暗記して口頭練習した。このサイクルを繰り返すこ
とにより，英語を書く力，記述の精度は向上した。
　また，生徒の事後アンケートの「 4月の自分と比
較して英語で発表することに関してどのように変化
しましたか」という質問に対して，「スクリプトを
訂正されることで，もっとうまく書きたいと思うよ
うになった」「 4月までは子供っぽい英文しか書け

なかったが，今では難しい言い回しや文法を使える
ようになった」という回答があるなど，書く力はこ
の活動を通して向上した。
　「日本の偉人・有名人」「日本・世界の先住民文
化」「学校生活紹介」のスクリプトで使用される語
彙は，教科書の範囲を超えている専門用語が含まれ
ていたり，生活単語や，プレゼンテーションを行う
際の定型表現もあるが，それらを繰り返し使うこと
で定着したことがわかる（表 2・表 3）。

4.2.2	 音声面の能力の向上
　テレビ会議を通して，音声面（聞くこと・話すこ
と）で生徒が気づく点も多くあった。相手はオース
トラリアらしいアクセントで話すため，本校の生徒
が戸惑うこともあった。例えば，can’t の音がこれ
まで学んできたものと違うことに気づいたり，オー
ストラリア独特の挨拶などを知ることもできた。相
手方の教員による，オーストラリア英語の特徴など
の説明を受け，これまで学んできた英語との差異に
気づき，英語にはさまざまなバリエーションがある
ことを知る機会になった。
　テレビ会議に使用するマイクやスピーカーの性能
は良く，音響環境は良いが，先方の生徒が落ち着き
に欠ける場面などがあり，はっきりゆっくり大きな
声で話さなければ正確に伝わらないこともあった。
生徒が気づいた改善点で顕著なのは，「自分の発音
の改善」であった（表 3）。生徒は，教師に添削を
受けたスクリプトであっても，自分の発音が相手に
伝わるものでなければならないことを経験した。ま
た，テレビ会議では，相手がこちらの発表を理解で
きないと，「わからない」という表情やしぐさをし
たり，反応に困ったりするのが見えるため，伝わっ
ていないことをすぐに認識できた。この反省を踏ま
え，今年度（27年度）は，生徒の「発音を改善した
い」という声に応え，「リスニング」の授業において，
発音記号を学び，音読を中心とする，より実践的な
発音トレーニングを導入することにした。

語彙の増加
4回答

語彙が増えた。
発表した分野の語彙が増えた。
語彙力が増えた。
英語の語彙数が増え，言い回しや使える表現の数が増えた。

■	表 2：語彙に関する変化
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▶	図 1：音声面（発音）の改善の必要性

まあそう思う
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あまり思わない

20%
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32%

48%

とてもそう思う

Q3　 英語の発音・アクセント・流暢さの練習やトレー
ニングを必要だと感じる

4.3	 日本文化の発信・相手の文化の気
づき

　テレビ会議開始前の事前アンケートによれば，
「オーストラリアについてよく知らない」と答えた
生徒が40％とやや多かった。一方で，オーストラリ
アの文化についての興味関心や好奇心は高く87.5％
であった。事後アンケートでは，オーストラリアに
ついて「知っている」と答えた生徒は65％に上り，
テレビ会議を通したやり取りが異文化（オーストラ
リア）への関心と理解につながっていることがわか
る（表 4・5）。また，オーストラリアの生徒と「交
流し，文化を知りたい」「日本文化を共有したい」「文

化を学ぶのに効果的だ」の項目は総じてそれぞれ
90％以上と，非常に高い結果となっていることから，
本校生徒のテレビ会議への期待度は高い。事後アン
ケートでも，オーストラリアの生徒と話すこと，日
本文化を教えることを楽しんだ生徒が90％と満足度
は高かった。一方，67.5％の生徒が相手の発表を興
味を持って聞いたと回答したが，この項目で「普通」
「そうは思わない」の割合が若干高いのは，日本と
オーストラリアの生徒の授業への参加，準備の入念
さ，クラスコントロールの違いに原因があることが
記述回答でわかった。例えば，本校生徒が準備する
ほど熱心に相手が準備しなかったり，相手のクラス
が騒がしかったり，回線の不都合で音が聞こえなく
なるなどの技術的なトラブルが多くあった回もあ
り，集中が途切れがちだったことが考えられる。

4.3.1	 ノンバーバルコミュニケーションへ
の気づき

　テレビ会議によるプレゼンテーションは，英語力
の向上のみならず，異文化理解力の向上にも大きく
寄与する。相手の文化の発表の内容はもちろん，教
室の風景や生徒の様子，文化的な違いや共通点につ
いて理解を深めることができる。ボディランゲージ
や表情など，ノンバーバルなコミュニケーションの
仕方の違いを体験的に学ぶことができ，生徒がテレ
ビ会議後に本校の ALT にオーストラリアの生徒が
したしぐさやジェスチャーの意味を尋ねることも

改善点への
気づき
14回答

英語全般 自分の英語が伝わりにくい英語だということに気づいた。
英語全般 英語を使える力がついた。
応答 発表後の質問などにその場ですぐに応答できるようになった。

構成 スピーチスクリプトの構造を考えるようになり，結論の部分でうまくまとめる方法を考え
るようになった。

構成 4月段階では，「読む」ので精一杯だったが，今は「説明」するプレゼンができるようになった。
構成 事前にプレゼン向けに内容をまとめるようになった。
構成 筋道立ててわかりやすいプレゼンをしたいと思うようになった。

発音 ALTやオーストラリアの生徒の発音と自分の発音がずいぶん違っていて，思い込み自己流
でやっていたと気づいた。

発音 伝わりやすくするため，発音は大事だと感じた。
発音 アクセントや発音がしっかりしていないと伝わらないと気づいた。
発音 英語の発音をもっと上手にしなければと思った。
発音 発表するため，相手に伝わる発音やアクセントに気を配るようになった。
表現 スクリプトを訂正されて，もっとうまくなろうと思うようになった。

表現 4 月までは子供っぽい英文しかかけなかったが，今では難しい言い回しや文法を使えるよ
うになった。

■	表 3：プレゼンテーションの英語に関する改善点
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あった。相手のジェスチャーや相づちなどについて
は「相手の相づちのおかげで，伝わっていることが
わかるから自信になる」と述べた生徒も多かった。
また，先方の日本語の教室に，日本や日本文化の写
真や，日本語の表などが貼ってあり，本校生徒は日
本と違い，日本語の教室に生徒が移動してくる様子
がわかる。また，先生の問いかけに対して臆せず挙
手をして自分の意見を述べることなど，オーストラ
リアの生徒が日本語の授業に積極的に参加すること
を，「尊敬する」と感想を述べた生徒が多かった。
欧米の生徒は日本の生徒よりもより積極的に授業に
かかわると教えるよりも，実際にその現場を見せる
ことができ，より良い刺激と動機づけになっている。

4.3.2	 自国文化の認識と涵養
　文化面に関する本校生徒の気づきで顕著なのは，
① 日本の文化などは，すでに日常の身の回りに当
然のように存在するので，異文化を持つ人々に詳し
く伝えようとするときにかえって難しさを感じる
点，②日本人同士の情報のやり取りに見られる暗黙
の了解，当然の常識と情報の共有，理解がオースト
ラリアの生徒との交流には通用しないため，特に日
本文化を説明する際にはその背景や詳細などさらな
る情報が必要になり，そのための詳細なリサーチと
準備が必要になる点である。テレビ会議のプレゼン
テーションを通して本校生徒はこのことを強く感じ
たようだ。自分が当然のように知っていることを，

事前アンケート 事後アンケート
Q6 Q8 Q1

オーストラリ
アの文化につ
いて知ってい
ることがある。

オーストラリ
ア の 文 化 を
もっと知りた
いと思う。

オーストラリアにつ
いて知っている。

25 2.5
とても

そうは思わない 0

15 0 そう思わない 2.5

40 10 普通 32.5

20 22.5 そう思う 42.5

0 65 とてもそう思う 22.5

100 100 パーセント（％） 100

■	表 4：オーストラリアについて

事前アンケート 事後アンケート
Q9 Q11 Q12 Q5 Q3 Q10 Q6 Q8

テレビ会議
を 利 用 し
て，オース
トラリアの
生徒と交流
し文化を知
りたい。

テレビ会議
によって，
オーストラ
リアの生徒
たちと日本
文化を共有
したいと思
う。

オーストラ
リアの文化
に つ い て
もっと知り
た い と 思
う。

テレビ会議
システムは
オーストラ
リアの生徒
たちに日本
の文化や日
本について
教えるには
効果的だ。

テレビ会議
はオースト
ラリアの生
徒との交流
と文化を学
ぶのに効果
的だ。

オーストラ
リアの生徒
に日本文化
を教えられ
て楽しかっ
た。

オーストラ
リアの生徒
と話すのは
楽しかった

テレビ会議
を使った授
業で，積極
的に会話し
たり，興味
を持って相
手の発表を
聞いた

0 0 0 7.5 5
とても

そうは思わない 0 0 0

0 0 0 0 0 そう思わない 0 0 10

10 7.5 5 2.5 0 普通 12.5 2.5 22.5

17.5 30 22.5 25 17.5 そう思う 37.5 15 50

72.5 62.5 72.5 65 77.5 とてもそう思う 50 82.5 17.5

100 100 100 100 100 パーセント（％） 100 100 100

■	表 5：オーストラリアと日本の文化学習に関して
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異文化にいるそれを全く知らない相手に伝えるに
は，共通の認識に頼らずに，自分が知っている以上
の説明，つまりは事前リサーチが必要だということ
だ。中嶌（2006）が指摘するように，生徒は「日本
社会の歴史や文化，日本人の美徳などについて，学
び，考え，共有する努力をしなければならない」こ
とに気づいた。
　また，想定外でよい議論になることもある。2国
間の時事的な共通課題についても，生徒同士が意見
を出し合うことができた。両国の野生動物について
話した際，オーストラリアの生徒が本校生徒に「捕
鯨についてどう思うか」と質問した。両校の教員が
やや緊張した瞬間でもあったが，先方の教員が「カ
ンガルーの肉を食べる人？」とオーストラリアの生
徒に挙手をさせた後，「カンガルーもクジラも哺乳
類だが，なぜクジラを獲ってはいけないのか」と生
徒に投げかけた。本校生徒も，「自分はクジラを食
べないが，なぜ批判されてまで日本は獲り続けるの
か」や，「カンガルーがよくてクジラがだめな理由
は？」という疑問を持ったようだ。どちらかの結論
や正しいかどうかを決めるのではなく，そのような
課題が両国にはあり，それについて意見交換できた
のは貴重な機会だったと感じたようだ。

4.4	 情意面の効果
4.4.1	 自信・動機づけの向上と抵抗感の軽

減
　テレビ会議システム使用開始前に実施したアン

ケートでは，90％の生徒が「テレビ会議システムの
効果への期待を持っている」。また，95％の生徒が，
テレビ会議を通して英語を上達させたいという希望
を持っている。しかしながら，テレビ会議実施前
「英語圏の人と英語で話すことに自信がある」と答
えた生徒はわずか7.5％であり，60％の生徒が「自
信がない」と答えている（表 6）。
　テレビ会議実施後，英語圏の人と英語で話すこと
に「自信がある」と答えた生徒は60％に上ったのは
顕著なテレビ会議の効果である。また，テレビ会議
により「英語力が上がった」と実感している生徒は
75％，「これからもっと相手校の生徒と英語を話す
ために英語の勉強を頑張る」と答えた生徒は92.5％
に上った。テレビ会議によるプレゼンテーションが
英語力を向上させ，その経験がさらに力を伸ばそう
とする動機づけになっていると言える。
　生徒の事後アンケートの自由記述回答を見てみる
と，4月に比べ「自信の増加」「緊張感・抵抗感の
低減」に顕著な違いが出ている。英語で多くの英語
ネイティブの生徒に対して 1人でプレゼンテー
ションをすることに抵抗がなくなり，「自信がつい
た」と明言できる生徒も多くなった（表6・7・8）。
　英語の語彙が増えたこと，自分の言葉を使い，英
文で考えやリサーチしたことを表現できるように
なったことを自信の理由として挙げる生徒も目
立った（表 9）。従来の教科書の英文の暗唱や，教
科書内にある，自分の考えでない英語を学ぶことか
ら，自分の言葉で内容について表現し，テレビ会議

事前アンケート 事後アンケート
Q3 Q17 Q16 Q13 Q14 Q2

テレビ会議は
オーストラリ
アの生徒との
交流と文化を
学ぶのに効果
的だ。

オーストラリ
アのとのテレ
ビ会議で英語
を上達させた
いと思う。

英語圏の人と
英語で話すこ
とに自信があ
る。

英語圏の人と
英語で話すこ
とに自信があ
る。

オーストラリ
アとのテレビ
会議システム
を使った授業
で英語力が上
がったと思う。

テレビ会議シス
テムを使って授
業でオーストラ
リアの生徒と英
語をもっと話す
ために，英語の
勉強を頑張る。

5 0 25
とても

そうは思わない 0 0 0

0 0 35 そう思わない 15 5 0

0 5 22.5 普通 25 20 7.5

17.5 17.5 10 そう思う 42.5 50 40

77.5 77.5 7.5 とてもそう思う 17.5 25 52.5

100 100 100 パーセント（％） 100 100 100

■	表 6：英語力と自信についての事前事後比較
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を通して伝える相手がいること，そして，相手の反
応から，自分の英語や発表を振り返る機会が多く
なったことが，自信と今後の課題への動機付けにつ
ながっていると思われる（表 9）。

4.4.2	 テレビ会議を「楽しい」と思える要因
　テレビ会議は今年度15回行ったが，そのための
授業外の準備や課題の多さを考えると，生徒と教
員にとっては決して楽な作業ではない。しかし，
87.5％の生徒が「オーストラリアの生徒に日本文化
を教えられて楽しかった」と回答し，97.5％の生徒
が「オーストラリアの生徒と話すのは楽しかった」
と答えた（表 5「とてもそう思う」「そう思う」の
合計）。決して，「難しく面倒で手間がかかる」で
はなく，海外とじかにつながることを純粋に楽し
んでいることがわかった。「楽しかった」（表 5， 
Q6）の理由を自由記述で回答させたところ，表10

のようになった。「異文化への関心が高まった」が
最も多いが，同世代のなじみやすさ，同世代共通
の話題，視覚面の伝わりやすさ，即時的な会話の
やり取り，オーストラリアの生徒の明るさ，気さ
くさや積極的なコミュニケーションの取り方など
が影響している。坂本（2013）は，「子どもたちは
異質の中に自分と同じものを発見することに強い
関心を寄せ」，映像による交流に関しては，「リア
ルタイムの交流だけが持つ臨場感」が存在し，「映
像によるリアルタイム交流の意義に気づく」効果
を挙げている。テレビ会議だからできる工夫，ビ
ジュアルエイドやジェスチャーなどを通して「伝
わった」という経験がテレビ会議を楽しくさせて
いる。文化が違っても，同世代こその共通の話題
があり，英語によるリアルタイムのコミュニケー
ションを通して，文化を越えて共有できる喜びが，
テレビ会議成功のカギになっていると言える。

■	表 7：自信の増加に関する自由記述回答

自信の増加
12回答

人前で発表することに戸惑っていたが，
練習を繰り返すたびに自信がついた。
4 月の入学時に比べ発表できる力がつ
いた。
4 月より声も大きくなり，笑顔も出る
ようになった。
自分の英語に自信を持って発表できる
ようになった。
あまり緊張しなくなった。自信がついた。
4 月段階では，人前で発表するなど考え
られなかったが，なれて自信がついた。
プレゼンに関して勇気がついた。
恥ずかしい気持ちがなくなった。
少しずつ英語で発表することに自信が
ついた。
同級生，上級生，オーストラリアの生徒
など多くの人の前で発表できて自信が
ついた。
4 月よりは自信がついた。
英語で発表することができるように
なった気がする。

■	表 8：自信・緊張感・抵抗感の低減に関する自由
記述回答

自信・緊張
感・抵抗感
の低減
12回答

以前より自信がついた。人前で英語を使
う抵抗感がなくなった。
人前で発表できるようになった。
自信を持って発表できるようになった。
人前で話すことに緊張をしなくなった。
緊張を乗り越えられるようになった。
人前で発表することになれ，苦手じゃな
くなった。
人前で発表するのが苦手じゃなくなった。
発表に抵抗感がなくなった。
英語で人前で話すことに抵抗感がなく
なった。
4 月は発表することに大きな抵抗を感
じていたが今はない。
4 月は英語で発表するなど考えられな
かったが，今は抵抗がなくなった。
緊張感が減った。

■	表 9：心理面の効果　英文作成に関する自由記述
回答

心理面の 
効果

オリジナル
英文作成が
できる
5 回答

教科書の英文を暗唱して発表すること
はあったが，自分で作った文を自分の物
にして発表するのは新鮮だった。
4 月までは教科書で習ったことしかで
きなかったが，今は自分で思っているこ
とを表現するようになったのは成長。
4 月のころは簡単な英文しか言えな
かったが，今はある程度文で話せるよう
になった。
自分の意見を上手に表現し，伝えられる
ようになった。
自分で作った文章だったので，自分の言
葉で伝えられた実感がする。
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4.4.3	 生徒の情意面の変化
　テレビ会議終了後，テレビ会議に関する生徒の自
由記述による感想を心理面の変化の観点で集約した
（表11）。「楽しい」と感じる他，「堂々と伝えようと
する気持ちになった」「考えながら発表するように
なった」「率先して発表したり，発言することが大
切だ」と回答するなど，生徒の内面に余裕と相手に
触発された積極性が感じられる。オーストラリアの
生徒の発表やクラスの友人の発表を楽しむゆとり
や，まとまった内容を英語でやり取りすることを楽
しめる余裕が出てきた。プレゼンテーションの個人
練習，教員や ALT の補助，リハーサル，テレビ会議
本番，評価プレゼンテーションなど人前で行う機会

が多く設定されていたことも，回数をこなすことで
プレゼンテーションに慣れ，「度胸がついた」とい
う実感になっているようだ（図 2）。白井（2008）に
よると，外国語のアウトプットを高めるためには，
「リハーサル」が重要であり，「リハーサルをするに
は頭の中で文を組み立てるレベルまでもっていかな
ければならないので，インプットを聞くときの集中
度も，言語処理の能力も高まる」と指摘している。
このリハーサルの回数が生徒の言語処理能力を高
め，それがゆとりや余裕，快適さにつながっている
と思われる。

■	表10：各カテゴリごとの感想の自由記述回答
カテゴリー 数 自由記述意見

異文化理解
9 オーストラリアの文化(食文化・日本の印象)を学ぶことや意見交換ができてよかった。
4 オーストラリアの事情や様子，スラングが手に取るようにわかったから。

貴重な機会 2 普段の生活で外国人と話すことがあまり多くないので，全体的に楽しかったです。

共通の話題・同年代 
の相手

3 オーストラリアの学校や授業の様子がわかり興味深かった。
1 同じくらいの年齢のオーストラリアの生徒から日本文化について質問を受けたこと。
1 俳優や歌手など好きなことが共通していたので，話が弾んでよかった。

コミュニケーション 
の工夫

1
言葉が通じにくいときでも，ジェスチャーで伝わったり，自分の言いたいことが伝わる
んだという実感。

1 相手に伝わるように言葉を工夫したり，伝え方を工夫したりしながら話をしたこと。

1
こちらは完璧な英語ではなかったけれど，相づちしてくれて，ジェスチャーも見えるの
で伝わりやすさを感じた。

1 相手の言っていることが少しずつわかるようになったから。
1 授業の中で現地の生徒と英語や日本語でやり取りができたこと。

コミュニケーションを 
取れる喜び

6 自分の英語が通じたとき，本場の英語が理解できたときうれしかった。
1 現地の生徒の日本語のお手伝いができてよかった。
1 簡単な劇をやって見せてくれたり，日本の有名人を紹介できたときがうれしかった。

2
機材トラブルなどもあるが，文化交流ができ，新しい考え方とか，予想外の応答なども
あり面白かった。

思考・価値観・意見

2 オーストラリアの生徒が明るくて，たくさん発言をしていて，尊敬する。

2
オーストラリアの積極的な生徒は個性的でよかった。会話をしているこちらとしても
とても楽しい。

1
日本は捕鯨で批判されるが，オーストラリアではカンガルーを食べても批判されない
のはなぜか。

リアルタイム
即興性・反応表情が

わかる

4 年が近い生徒とリアルタイムで話せて楽しいと思った。
1 知りたいことがすぐ聞けて，すぐに答えが返ってくるから。
1 自分の英語がどれだけ通じるか，リアルタイムでわかるところがよい。
1 手紙やメールなどではなくて，リアルタイムで会話できるのがよかった。
1 直接顔を見ることができたことがよい。
1 こちらの様子を見て，相手が反応をすぐに返してくるところが非常によかった。
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4.4.4	 異文化間プレゼンテーションへのコ
ツの気づき

　中間調査および事後調査で，今後の異文化間プレ
ゼンテーション力向上のための改善点を 1人 3つま
で自由記述回答で挙げさせた。結果をまとめると，
前出の表 3となったが，中間調査では表12の結果と

なった。いずれも，「楽しかった」「自信がついた」
と回答しつつも，自分のプレゼンテーションがまだ
十分だと思っておらず，さらに改善して行こうとす
る前向きな姿勢が見られる。特に，英語を話すこ
と・発音の上達を挙げ，英語以外の部分では，異文
化間の違いを考慮したデリバリー，伝わりやすい内
容を含んだスクリプトの構成，ビジュアルエイドの
工夫，積極的に話す姿勢などを挙げた。通常の授業
では，多数の英語ネイティブスピーカーや，異文化
を持つ聞き手を対象にプレゼンテーションを行う機
会は限られており，発音のトレーニングの必要性や，
異文化を持つ相手にも伝わりやすいデリバリーにつ
いて考え，改善を実行する機会は少ない。言い換え
ればテレビ会議は，生徒の気づきの機会という大き
な利点と可能性を持っていると言える。

4.5	 わかりやすく伝える工夫
4.5.1	 リサーチの重要性
　テレビ会議のプレゼンテーションのトピックは，
生徒一人一人で異なるため，プレゼンテーションの

■	表11：心理面の向上　積極性やゆとりについて　自由記述回答

心理面の向上
積極性・ゆとり
楽しさ
8回答

積極性 以前は苦手だったプレゼンが，堂々とはっきりと人に伝えようとする気持ちに変わった。
積極性 自分の性格がより積極的になった。
積極性 自分で作った英文を発表するのは初めてだったので新鮮だった。
積極性 TV会議や発表の練習が楽しいと思えた。
ゆとり 自分の発表だけではなく，友人の発表を楽しめる余裕ができた。
ゆとり 考えながら発表する余裕ができた。
ゆとり 自分から率先して発表することや発言することが大事だと思っている。
楽しさ プレゼンで相手に伝えることが楽しいと感じる。

8%

0%

60%
32%

まあそう思う

そう思う
とてもそう思う

あまり思わない

▶	図 2：人前で英語でプレゼンテーションをするこ
とに関して

2-Q6　 人前で英語で発表する経験を積んだため，プレ
ゼンに慣れて度胸がついた

中間Q 4 オーストラリアの生徒とのテレビ会議で気づいたことと，今後の改善点（10月時点）
18.9% こちらが正しく，伝わる発音をするように練習する必要
13.6% 相手の文化を知る・こちらの文化を伝える必要
12.9% オーストラリアの英語・生の英語が聞ける利点
10.6% 自分の発表に対する相手の反応がわかる即時性
9.1% 伝わるプレゼンのためのこちら側の準備の必要
9.1% デリバリー（目線・声・提示の仕方）の工夫が必要なこと
9.1% 聞き手にとって面白みのある内容を用意
6.1% 相手への反応など双方向のコミュニケーションがある
4.5% 自分の意見を積極的に表現・発言する
3.0% 文化の違いを考慮した発表の準備
3.0% ビジュアルエイドなど補助を効果的に使う

■	表12：中間アンケート　テレビ会議を行って気づいたこと　自由記述回答回答数 132（複数回答可）
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英文原稿を作成する前に，それぞれにリサーチをさ
せた。「日本の偉人・有名人」「日本・世界の先住民
文化」「学校生活紹介」のテーマのうち，特に「日
本の偉人・有名人」は知らない日本人が当たる可能
性も高い。また，先住民族に関しては，「アイヌの
衣食住，宗教，歴史的な地位，保護政策，神話，言
語」の 8つのトピックに分け，生徒 1人につき 1つ
のトピックについてリサーチし，スクリプトとスラ
イドを作成した。アイヌについてよく知らない相手
に，その価値観や歴史を説明するために，情報の出
典を明らかにし，数値データを盛り込ませるなど，
プレゼンテーションに説得力を持たせる工夫を指導
した。本校生徒は入念なリサーチで得た専門的な情
報を，自分が発表しやすいシンプルな英語表現を使
用して伝えるコツに気づいたようだ（表13・図 3）。

■	表13：リサーチの重要性について　自由記述回答

リサーチの
重要性に
気づいた
10回答

リサーチがとても大事だということに
気づいた。
ただ調べるだけでなく，正しい情報を集
めようとするようになった。
リサーチの大切さがわかった。内容が大
事だと思った。
発表の内容のために，社会的なことを考
えるようになった。
発表のテーマについて納得いく情報を
探す習慣がついた。
リサーチするだけではなく，正確な情報
を調べわかりやすく発表を作るように
なった。
リサーチは大事だと思った。
発表について調査やまとめの作業が大
事だと気づいた。
リサーチで内容を理解してまとめ，人前
で発表する力はついた。
リサーチの重要性。

　事後調査ではほぼ全員の生徒がリサーチの重要性
を認識した。高橋（1999）が指摘するように，「テ
レビ会議の継続は，単に英語学習力を培うばかりで
はなく，（中略）自主学習能力のひとつである情報
蒐集能力，検索能力を伸ばすことができる重要な意
味を持って」おり，相手に対し「理解できる適切な
ものを提供する必要がある」ことは確かである。

4.5.2	 構成の工夫
　英語によるプレゼンテーションの構成を工夫する
コツを得た生徒が多かった（図 4）。影戸（2007）
が提案するように，まず「聞き手の分析，プレゼン
テーションの目的」による構成から始め，聞き手へ
のクイズ，スキットなど「インタラクションのしか
け」を工夫し，相手の注目を途切れさせないコツを
指導した。また，聞き手にまずプレゼンテーション
の全体像を理解してもらい，それから詳細を述べて
いく構成にすることなど，本校の生徒がまだつたな
い英語で説明する弱点を構成面でカバーし，より効
果的に相手に伝える工夫をさせた。「導入で興味を
持ってもらい，ボディで詳細を述べ，結論でまとめ
る」，「型」を示してからプレゼンテーションを構成
させ，生徒が負担なく取り掛かれるようにした。

5
%

0%

45% 50%

まあそう思う

そう思うとてもそう思う

あまり思わない

▶図 4：プレゼンテーションの構成について

2-Q2　構成を考えて英語の発表原稿を考えるようになった

5
%

0%

58%
38%
そう思う

あまり思わない

とてもそう思う

まあそう思う

▶	図 3：リサーチのコンテンツの重要性について

2-Q1　 リサーチのコンテンツ(発表内容）の重要性を考
えるようになった
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4.5.3	 ビジュアルエイドの活用
　英語力，異文化理解力，英語プレゼンテーション
力の他に副産物として身につけたのは，より詳しく
正確に伝えるためのビジュアルエイドの作成技術で
ある。これについては，プレゼンテーションの準備
段階で，説明の英文とともに準備させた。口頭で言
うべき内容と見せるべき内容を分けて考えさせた。
事後アンケートでは，「数値など伝えにくい情報や，
図にした方が一目瞭然な内容は見せる方が効果的だ
とわかった」というコメントが出るほど，ビジュア
ルエイドがプレゼンテーションを補強することを実
感したようだ。
　「日本の有名人」のプレゼンテーションでは，画
用紙や模造紙に写真や説明を貼るポスタープレゼン
テーションの形をとった。これは，高校入学時段階
での生徒の PC スキルが高くなかったためである。
事前アンケートのパワーポイントの使用に関する質
問では，約半数の生徒が「自信がない」と答えた。
次の「先住民」のテーマでは，全員にパワーポイン
トを用いて英語でプレゼンテーションをさせた。
テーマは一人一人違ったが，グループ活動により互
いに助け合い，全員パワーポイントによる英語プレ
ゼンテーションを行うことができた。その結果，パ
ワーポイントに自信がない生徒は47.5％から15％ま
で減少し，自信がある生徒は40％から62.5％まで増
加した（表14）。また，生徒は，大量の難解な情報，
英語で伝えにくいことは「見せた方がよい」と考え
るようになり，ビジュアルエイドの効果を実感した
（図 5）。奥崎（2010）が，プレゼンテーションの伝

わりやすさについて，例えば，発音に難がある学生
でも，「プレゼンテーションを構成するほかの 3つ
の要素（構成面，視覚面，身体面）で補う工夫を施
すよう指導することによって，発音のわかり難さを
補完するプレゼンテーションを導くことができる」
と指摘したのは，英語プレゼンテーションの指導に
関して多くの示唆を含んでいる。

18%

あまり思わない

0%

37%

そう思う

45%

まあそう思う

とてもそう思う

▶	図 5：視覚情報の必要性と出し方の工夫

2-Q5　 視覚情報(スライドやディスプレイ）の必要性を
知り，作成や出し方の工夫をするようになった

4.5.4	 デリバリーの工夫
　異文化を持つ聞き手だからこそ，うまく伝える伝
え方を工夫する必要があると考えるようになった。
教員の問いに対して授業内にうつむきがちに小声で
答える生徒も多いが，プレゼンテーションの場合は
それでは全く通じない。相手がいるコミュニケー
ションでは，内容を伝えるためにアイコンタクト，
声の調子，表情，ジェスチャーなどを工夫すること
が大切だと実施後に答えた生徒が多かった（表15・
図6）。それを実現するためには，手元の原稿を棒
読みするのではなく，極力暗記し，顔を上げアイコ
ンタクトをとり，時折笑顔でハキハキと話すなど多
くの点に留意する必要があるとわかったようだ。こ
の点については，影戸（2007）が国際交流活動の実
践報告で，発表原稿や相手への促しが棒読みだった
ため，相手の「反応を引き出し，次に展開すること
ができなかった」と，テレビ会議におけるインタラ
クションの失敗例を指摘している。

事前 事後
Q18 Q18

パワーポイント
などを使ってス
ライドを作成し
たり，発表するこ
とに自信がある。

パワーポイント
などを使ってス
ライドを作成し
たり，発表するこ
とに自信がある。

15
とても

そうは思わない 2.5

32.5 そう思わない 12.5

12.5 普通 22.5

27.5 そう思う 35

12.5 とてもそう思う 27.5

100 パーセント（％） 100

■	表14：パワーポイントの使用について
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結論・考察・課題5
5.1	 結論
　オーストラリアの高校生との異文化間プレゼン

テーションによるテレビ会議の効果としては：① 

生徒の英語力（特に，書くこと，聞くこと・話すこ
と）の向上，② ノンバーバルコミュニケーション
の気づきと改善の工夫，③ 自国文化および他国文
化への気づきと理解，④ 異文化を持つ相手に英語
でプレゼンテーションを行う心理的障壁や恐れの軽
減，自信の向上，改善への動機づけの強化，⑤ よ
り良い異文化間コミュニケーションのための「デリ
バリー（アイコンタクト，リサーチ，構成，ビジュ
アルエイドなど）」の気づきと工夫，⑥ プレゼンテー
ションソフトの使用に関する自信，が挙げられる。
テレビ会議による交流により，本校生徒が，同世代
で異文化を持つ相手とのやり取りと，お互いの文化
を伝え合うことに喜びを感じ，プレゼンテーション
を，「やらされている感」がなく，それを通して心
から異文化交流を楽しんでいる様子が，授業内の実
践中のみならず，記述アンケートからも見られた。

5.2	 考察
　テレビ会議を通した異文化間コミュニケーション
力の向上に関して，一定の研究実践の成果は現れた
が，テレビ会議システム導入 2年目ということや，
母集団の少ない実践のため，どれだけ広い汎用性が
あるかはまだ不明である。しかしながら，技術革新
が進み，同様の国際協同学習プログラムが増え，低
コストかつ，オーセンティックな体験が可能な環境
になれば，今後テレビ会議システムの学校現場への
導入は増えていくだろう。特に，近年のわが国のグ
ローバル人材育成，海外への日本語教育の普及の政
策や，オーストラリアに代表されるような周辺諸国
の，日本語や文化に関する教育ニーズの向上などの
機会，さらには新しい教育の動きである，協同学習，
課題解決型学習，アクティブラーニング，ブレンデッ
ドラーニングを支える役割として，テレビ会議の活
用の幅はより広がっていくものと確信する。

5.3	 課題 1：対象人数の改善
　今回は40人クラス対相手20人のテレビ会議であっ
たが，各トピック必ず 1人 1回プレゼンテーション
をしても，毎回見ているだけの生徒が出てくるのは
避けられない。本校初の導入であったので，テレビ
会議がどんなものかを理解するために全員参加とし
たが，清水（2004）の指摘した問題点と同様，「学
習者一人一人の発話機会の保障」を図るべく，平成

■	表15：デリバリーの改善への気づき　自由記述回答

デリバリー
の改善への
気づき
12回答

人の発表を聞いて，自分の発表を改善で
きるようになった(ポイントがわかっ
た）。
相手を見ていない，原稿を覚えていない
など反省点はあるが，それに気づくこと
ができた。
プレゼンで伝えるときは，目線，声の調
子，表情など注意すべき点がたくさんあ
るのだとわかった。
発表の際の声が大きくなり，わかりやす
さを心がけるようになった。
それまではうつむきがちだったが，目線
を上げて発表できるようになった。
人の目を見て話し，聞き手とコミュニ
ケーションを取れるようになった。
自分の表情が大事だとわかった。
聞き手に伝えようという意識がついた。
相手を意識したプレゼンをするように
なった。
相手に伝えるということを意識するよ
うになった。
テレビ会議も，クラスメートの前でも緊
張はするが，相手を見て笑顔で話すよう
になった。
異文化に対する知識が増えて，発表の仕
方にも伝わりやすい工夫をするように
なった。

8%

3%

とてもそう思う

47% そう思う

42%

あまり思わない

まあそう思う

▶	図 6：プレゼンテーションのデリバリーについて

2-Q4　 プレゼンを行う際のポイント（目線・原稿暗記・
聞き手配慮など）について考えるようになった



143

テレビ会議システムを使用した異文化間プレゼンテーション能力の向上のための指導

第 27 回　研究助成　B 研究部門・報告Ⅲ

27年度は，5人のグループを 8つ作り，テレビ会議
のたびに 5人ずつ50分間プレゼンテーションやディ
スカッション，意見交換を行うことにした。

5.4	 課題 2：個別のやり取りへの発展
　「オーストラリアに友人が欲しい」という希望が
多かった事前アンケートに対し，事後アンケートで
「オーストラリアの友人がいる」の回答が少なかっ
たのは，個別の交流の機会が少なかったことが原因
である。そこで，テレビ会議で生徒同士がある程度
親しくなったら，本校生徒に個別課題としての「異
文化理解レポート」をさせたいと考えている。例え
ば，それぞれの生徒が，日豪の文化の違いについて
テーマを 1つ決め，本校生徒が相手生徒にインタ
ビューや，協同でリサーチをしたり，研究して発表
するなど，メールやスカイプ，SNS などで生徒が
個別にやり取りを行う，個人レベルの交流のチャン
ネルができれば，より密な交流が可能になるのでは
ないか。

5.5	 課題 3：国際協同プロジェクトへ
の発展

　今年度（27年度）も同じオーストラリアの相手校
と15回テレビ会議を行う予定である。今年度は，あ
る共通のトピックに関して共同プロジェクトを進
め，アートやビデオ，スライドショーを製作したり，
テレビ会議で英語と日本語を使い生徒がイベントを
行ったり，テレビ会議の交流に加え，郵便でカード
や贈り物の交換，可能であれば将来的な相互訪問に
発展させる下地をつくるなど，継続してこのテレビ
会議システムのよりよい活用に関するノウハウを蓄
積していきたいと考えている。

5.6	 まとめ：実施・運営上の課題と問
題点

　ICT 教育で避けられないのは，機材のトラブルや
通信の不具合である。テレビ会議システムでは，音
声や映像が安定しなかったり，パワーポイントで作
成したスライドを，本来はこのシステムを介して相
手に見せることができるシステムになっているが，
うまく見せられず，結局メールであらかじめ送って
おき，相手校の教員に映し出してもらったりした。
また，前日に接続テストをして万全な準備で臨んで
も，当日生徒を前にして，インターネットの回線の

不具合でテレビ会議そのものが不可能になり，電話
でキャンセルをしたこともあった。
　学校内，英語科内の協力体制作りも大切である。
導入，リース契約，機材の設置など設備面や事務処
理に関しては管理職や事務室のスタッフとの連絡が
必要となる。さらに，校内の協力体制作りは不可欠
である。このシステムを運用するには，相手校との
日時の調整が必要であるが，時差もあり，相手校の
時間割とこちらの授業の時間割は一致することが少
ないため，該当科目の時間割変更を毎回行わなけれ
ばならない。教務の時間割担当や同じ英語科のス
タッフの理解と協力を仰ぎ，時間割変更や使用教室
の手配などの調整は必要になってくる。また，英語
科スタッフやより多くの教員がこのテレビ会議シス
テムの使用に慣れることで，効率の良い活用や他学
科，他クラス，他教科と連携した使用も可能になっ
てくるであろう。例えば，地理や歴史，生物などの
分野で，オーストラリアについて学ぶ機会も可能に
なってくる。このシステムの使用がより気軽で，負
担のない形で可能になればさらに活用の幅が広がっ
てくると思われる。
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